
発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会の会員を募集しています。 

年会費  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円 

入会と会費納入の受付場所 本庄市役所４階生涯学習課と本庄市児玉文化会館(セルディ) 

児玉公民館（アスピアこだま内）で受け付けています。  

   ※ 郵便振替でもお申込みいただけます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では塙保己一先生の遺徳

顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。会員のみなさまの

日頃のご協力に感謝申し上げます。 

塙先生顕彰推進のため今年度も会費の納入につきまして、

よろしくお願いいたします。 

みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。 

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

和
学
講
談
所
の
相
続
願
書

願
書
の
内
容

私
は
昨
年
の
八
月
中
よ
り

瘧

疾(

お
こ
り)

と
持
病
の
癪 (

さ

し
こ
み) 

が
悪
化
し
た
た
め

治
療
は
し
た
も
の
の
老
年
の

こ
と
も
あ
り
快
癒
し
そ
う
も

な
い
。
も
し
私
が
死
ん
だ
後

は
倅
の
次
郎
に
和
学
講
談
所

の
御
用
を
相
続
で
き
る
よ
う

若
年
寄
に
願
い
出
て
ほ
し
い
。

と
い
う
内
容
で
す
。

(

書
き
下
し
文)

私
儀
、
去
巳
年
八
月
中
瘧
疾
相
煩
、
其
後
労
役
之
症
与
成
、

其
上
持
病
之
積
気
茂
加
り
久
々
相
悩
候
ニ
付
、
医
療
仕
候
得
共
、

老
年
之
儀
段
々
不
相
勝
、
近
日
者
絶
食
相
成
候
ニ
付
快
気
之
程

無
覚
束
奉
存
候
、
年
来
奉
蒙

御
厚
恩
、
和
学
御
用
向
相
勤
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、

若
養
生
不
叶
相
果
候
者
、
倅
次
郎
儀
、
講
談
所
相
続
被

仰
付
、
引
続
和
学
御
用
相
勤
候
様
被
成
下
候
者
、
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、

何
卒
右
内
願
之
次
第
若
年
寄
方
江
御
願
被
下
候
様
偏
奉
願
上
候
、

以
上

文
政
五
壬
午
年
七
月
三
日

塙
惣
検
校
印

林
大
学
頭
様

林
又
三
郎
様

今
回
は
、
塙
保
己
一
没
後
、
子
息
次
郎
へ
和
学
講
談
所
の

相
続
を
願
い
出
た
文
書
の
控
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
紹

介
し
ま
す
。

保
己
一
は
文
政
四
年(

一
八
二
一)

九
月
十
二
日
に
江
戸
で

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
跡
目
相
続
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
保
己
一
の
家
は
断
絶
し
て
し
ま

う
た
め
、
保
己
一
の
弟
子
達
は
子
息
次
郎
へ
の
和
学
講
談
所

の
相
続
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
だ
保

己
一
が
生
き
て
い
る
こ
と
と
し
、
翌
年
の
七
月
九
日
に
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
し
て
幕
府
へ
公
式
に
届
け
ま
し
た
。
そ
し
て

届
け
を
出
す
前
の
そ
の
月
の
三
日
に
保
己
一
は
病
気
が
重
く

回
復
が
見
込
め
な
い
の
で
息
子
の
次
郎
に
和
学
講
談
所
御
用

を
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
直
属
の
上
司
で
あ
る
林
大
学
頭

に
幕
府
若
年
寄
へ
取
り
次
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に
願
い
出
ま

し
た
。
結
果
、
願
い
の
通
り
塙
次
郎
に
和
学
講
談
所
御
用
が

相
続
さ
れ
ま
し
た
。

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第２６号 平成２８年９月号

ごあいさつ

 初秋、新秋、孟秋…暦の上では“秋”ながら、厳しい暑さが続く九月です。

会員のみなさまには、日々の暑さにも負けずご健勝のことと拝察いたします。

当顕彰会に対する日頃のみなさまのご協力に厚く感謝申し上げます。

 顕彰会の念願であった塙保己一少年像が上越新幹線本庄早稲田駅北口にあ

る「塙保己一旅立ちの朝公園」に建立となりました。銅像の台座にはレリーフ

や点字案内版等もあり、手で触れることもできます。また公園内の花壇には塙

先生ゆかりの、ゆず・ほおずき・すみれなどが植えられており、私たちの目を

楽しませてくれることを期待しています。

 これからは塙先生没後２００周年に向け、更なる顕彰事業を推進するための

議論を重ねてまいりたいと思いますのでご理解・ご協力のほどよろしくお願い

申しあげます。

  総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

本庄市身体障害者福祉会を代表して副会長の澤田昌憲さんに塙保己一少年像や台座にあるレリーフ、

点字案内板などに触れていただきました     



塙先生の遺徳を偲ぶ  

遺徳顕彰祭にぜひご参加ください

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では毎年、塙保己一の命日

である９月１２日に遺徳顕彰祭を行っています。

この催しは、祭壇に飾られた塙保己一の遺影に対し、その

遺徳を偲び、来場者全員で菊の花を捧げるものです。

 本年も下記のとおり開催いたします。皆さまのご来場をお

待ちしております。会員以外の方もご参加いただけます。

ぜひご参加ください。（参加費は、ありません。）

平 光雄 先生 

日 時 ９月１２日 （月） 

       午後２時 開式

（午後１時３０分から受付） 

内容 主催者 ・ 来賓による献花 

     来場者全員による献花 

     講演 「偉人たちの生き方に共通するもの」 

         ～塙保己一とヘレン・ケラーから学ぶ～ 

     講師  平 光雄氏（社会教育家）

◎平成２８年度顕彰会総会を開催しました 

５月２１日（土）に平成２８年度総会を開催しました。議

題である２７年度事業・決算報告や２８年度事業案・予算案

の審議・承認が行われました。

また、記念講演は、伊藤鉄也教授に『世界中だれでも読め

る「群書類従」』と題してご講演をしていただきました。

◎世界遺産登録２周年記念フェスタに参加しました 

６月１９日（日）に「田島弥平旧宅世界遺産登録２周年

記念フェスタ」が伊勢崎市境島村旧境島小学校校庭ほかで

開催され、事業部会役員が参加し、総検校塙保己一先生遺

徳顕彰会のパンフレット等を配布して啓発活動を行いまし

た。

第 10回塙保己一賞 

日時：１２月１７日（土）午後１時～ 

場所：児玉文化会館 セルディホール

 郷土が生んだ偉人「塙保己一」のように、障害がありなが

らも不屈の努力を続け社会的に顕著な活躍をしている方や障

害者を献身的に支援している方を表彰する「第１０回塙保己

一賞表彰式」を開催します。（埼玉県主催・本庄市共催）

前
号
に
引
き
続
き
、
今
回
も
塙
保
己

一
先
生
の
生
涯
及
び
業
績
に
つ
い
て
順

序
立
て
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
二
、
群
書
類
従
を
編
纂
・
刊
行

こ
の
時
代
、
国
学
と
い
う
日
本
古
来

の
文
化
、
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
国
家
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

保
己
一
は
国
学
を
志
し
時
宜
を
得
た
も

の
で
日
本
中
の
古
代
か
ら
の
文
化
や
文

献
、
図
書
を
集
め
て
正
し
い
史
実
を
編

纂
し
た
の
が
群
書
類
従
で
し
た
。

イ
、
日
本
中
の
本
を
集
め
る
の
が
大
変

で
し
た
。
ど
こ
に
何
の
本
が
な
く

「
家
宝
」
と
し
て
隠
し
て
し
ま
っ

て
置
く
時
代
。

ロ
、
眼
が
見
え
な
い
か
ら
人
に
読
ん
で

も
ら
う
。

ハ
、
文
字
の
読
め
る
人
が
少
な
い
。

―

お
金
が
か
か
る
。

ニ
、
厳
密
に
校
正
を
し
て
版
木
に
し
て

残
す
。

ホ
、
そ
れ
故
、
大
量
に
印
刷
出
来
て
正

し
く
史
実
が
後
の
時
代
に
伝
え
ら

れ
大
勢
の
人
々
の
研
究
に
役
立
ち

ま
し
た
。

へ
、
資
金
は
現
在
に
換
算
す
る
と
何
百

億
か
、
否
何
千
億
円
か

ト
、
お
金
よ
り
も
、
保
己
一
が
三
十
四

歳
の
時
か
ら
七
十
四
歳
の
生
涯
迄
、

実
に
四
十
年
間
の
歳
月
を
費
や
し

て
の
時
間
と
労
力
、
資
金
を
投
入

し
て
の
一
大
事
業
は
誰
に
も
出
来

な
い
前
代
未
聞
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
に
は
多
く
の
人
脈
に
よ
る
協

力
者
と
「
世
の
為
」
、
「
後
の
為
」
、

と
い
う
強
固
な
意
志
と
信
念
を
貫

き
通
し
た
生
涯
は
、
「
般
若
心
経
」

の
固
い
思
想
と
信
仰
心
に
結
ば
れ

て
い
た
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
た
文
献

は
千
二
百
七
十
三
種
類
、
二
十
五
の
部

門
に
分
か
れ
、
六
百
六
十
六
冊
に
仕
立

ら
れ
ま
し
た
。

版
木
の
数
は
、
一
万
七
千
二
百
四
十

四
枚
、
桜
材
で
両
面
に
彫
ら
れ
て
現
在
、

東
京
渋
谷
の
温
故
学
会
の
二
階
建
倉
庫

に
貴
重
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
群
書
類
従
」
に
よ
り
次
の
二
点
が

立
証
さ
れ
ま
し
た
。

一
、

埼
玉
県
の
三
偉
人
の
一
人
で
あ

る
熊
谷
市
妻
沼
の
、
荻
野
吟
子
、
を

日
本
で
最
初
の
日
本
女
性
医
師
と

し
て
公
認
さ
れ
た
の
は
「
群
書
類
従
」

の
中
の
「
令

り
ょ
う

義
解

の

ぎ

げ

」
と
い
う
古
代
律

令
の
解
読
書
に
よ
っ
て
古
く
か
ら

女
性
医
師
が
い
た
と
い
う
記
述
に

よ
り
国
の
役
人
が
認
め
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

二
、

小
笠
原
諸
島
の
帰
属
問
題
に
つ

い
て
、
一
七
三
五
年
に
、
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
等
と
の
間
に
持

ち
あ
が
り
、
幕
府
の
求
め
に
応
じ
て
、

日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
歴
史
的
資
料
「
群
書
類
従
」
に

よ
っ
て
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
、
小

笠
原
諸
島
が
日
本
の
領
土
で
あ
る

こ
と
が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

次
回
は
、
国
学
・
温
故
学
会
と
は
、

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

【群書類従などの叢書や資料を紹介します…第 13回】

塙
保
己
一
先
生
は

ど
ん
な
人
物
か

―
（３
）

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

野
口

茂

群書類従の版木（温故学会所蔵）


